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特集特集 福祉学習ってなあに？

　夏休みに、親子を対象とした「ボラン
ティア体験講座」を西部福祉センター
と安祥福祉センターで行いました。
　暑い中、みなさん頑張って体験しま
した！
　今回のような体験型の福祉学習を
学校や団体向けに開催することもでき
ます。詳しくは、特集 (２ページ)を
ご覧ください。

今月の題字は、
赤松町の糟谷 朱果さんの作品です。

安城市社協基本理念
「住民一人ひとりが主役の福祉のまちづくり」

　　　　　　　　 かす や しゅ  か

ハートン

参加者の声
　目が見えること、耳が聞こえることが当たり前
だと思っていました。何か１つでも不自由になる
と、どれだけ大変なのかをつくづく感じました。
　障がい者の方を見かけても、声をかけるのは難
しいし、とても勇気がいります。
　今回の体験を通して、自分の何かが変われば
いいなと思っています。

参加者の声
　この２日間で、福祉や防災などいろいろなこと
を知ることができました。参加して本当に良かっ
たです。

音訳体験

視覚障がい者ガイドヘルプ体験

要約筆記体験
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【
活
動
内
容
】

　
高
棚
町
を
中
心
に
、
次
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

①
遠
距
離
通
学
の
小
学
一
年
生
が
単
独
で

　
下
校
す
る
際
、
自
宅
付
近
ま
で
送
り
届

　
け
る
。

②
高
齢
者
を
対
象
に
小
物
作
り
会
や
食
事

　
会
を
実
施
す
る
。（
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
）

③
劇
団
を
つ
く
り
、
歌
、
楽
器
演
奏
、
踊

　
り
な
ど
で
介
護
施
設
を
訪
問
す
る
。

【
活
動
し
て
い
て
嬉
し
い
こ
と
は
？
】

　
同
じ
町
内
に
い
て
顔
は
知
っ
て
い
て
も

話
す
機
会
の
な
か
っ
た
人
と
親
し
く
な
れ

た
こ
と
。
小
学
生
や
高
齢
者
と
挨
拶
会
話

が
積
極
的
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　【
代
　
表
】
江
川
☎（
92
）
１
７
９
４

　
　【
副
代
表
】
角
谷
☎（
92
）
１
５
７
４

～知っているようで知らないかも～ ～知ってください
　　　体験してください～福祉学習ってなあに？福祉学習ってなあに？福祉学習ってなあに？

　「福祉学習」と聞くと、「学習」＝学校、子どもが対象だと思っていませんか？
　大人になっても、福祉学習を通じて学ぶことはたくさんあります。職場の研修や町内会の勉
強会、世代間交流での体験学習など、大人・子どもを問わず福祉学習を取り入れてみませんか。

　「福祉学習」では、実際に障がいのある人や現
役ボランティアを講師に迎え、交流や、支援の体
験をするプランを提案しています。必要な支援や
状況を直接感じることで、相手のことを考えて、
自分から行動に移せる学びの場づくりに努めてい
ます。

　ボランティアセンターでは、各種福祉学習のご
相談に応じています。
　講師派遣を希望する場合は、２か月前までにご
連絡ください。
　また、福祉学習に役立つ映像ソフトや図書の貸
し出しもしていますので、ご利用ください。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
紹
介

 

　
自
然
災
害
は
、避
け
る
こ
と
は
で
き
な

く
て
も
、備
え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　
こ
の
本
は
、地
震
が
起
こ
っ
た
時
、ま
ず

は
命
を
守
る
た
め
に
慌
て
な
い
な
ど
の
取

る
べ
き
行
動
が
、絵
や
写
真
を
使
っ
て
分
か

り
や
す
く
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
、大
人
も
子
ど

も
も
是
非
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
社
会
福
祉
会
館
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
事
業
係 

　
☎
（
77
）
２
９
４
１

ふ
く
し
お
す
す
め
本

　

ふ
れ
あ
い
ト
マ
ト

く
に
ざ
き

　
　

 

の
ぶ  

え

さ
い
と
う

　
　ま
き

え
が 

わ

す
み  

や

 

【
社
会
貢
献
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
　
世
界
を

よ
く
す
る
簡
単
な
１
０
０
の
方
法
】

　「
社
会
貢
献
」
と
聞
く
と
、
と
て
も
高

度
な
こ
と
で
、
で
き
そ
う
も
な
い
よ
う
に

感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
本
を
読
む
と 

〝
ゴ
ミ
を
拾
う
。
電
車

で
席
を
譲
る
。〞な
ど

小
さ
な
こ
と
か
ら
な

ら
で
き
る
か
も
、
と

思
え
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

エレベーター内の鏡は何のためについているの？

音の出る信号機ってどんな音が流れているかな？

シャンプーについている「ギザギザ」は何かな？

Ｑ１Ｑ１

Ｑ２Ｑ２

Ｑ３Ｑ３

　身だしなみを整えるための鏡だと思っていませんか？答
えは、車いすの人がエレベーター内で方向転換できない
際、後ろ向きで出るときに後方を確認するための鏡です。

Ａ１Ａ１

　音響装置付信号機は視覚障がい者のために設置され
ています。誘導音には、擬音式とメロディ式があり、擬音
式では「カッコー」(東西、もしくは主道路横断用 )・「ピ
ヨ」（南北、もしくは縦道路横断用）の音響が使用され
ています。メロディ式では、「通りゃんせ」をはじめとし、
地方により様々なメロディが使われています。

Ａ２Ａ２

　シャンプーの容器についている「ギザギザ」は、ユニバー
サルデザイン※の一環として、シャンプーとリンスを区別
できるように、付けられています。
※「すべての人のためのデザイン」を意味し、年齢や障がいの有無などにかかわらず、
最初からできるだけ多くの人が利用可能であるようにデザインすることをいいます。

Ａ３Ａ３

斎
藤

　槙

　著

国
崎

　信
江

　著

中
根
文
庫
よ
り

 

【
こ
ど
も
地
震
サ
バ
イ
バ
ル
マ
ニ
ュ
ア
ル
】

P i c k
U p !

　　　　　　　　　　　　障がい者とともに、生活
の困りごとなどを考え、車いす体験をしながら使い
方を学びます。体験と交流を通して、バリアフリー
化の意義を考えます。

　車いすに乗ると、狭すぎる歩道や地
割れしたアスファルトが気になった。

体験者の感想

車いす体験 　　　　　　　　　　　　身体に重りを着けたり、
特別なメガネなどを使用して高齢者の感覚を体験する
ことで、高齢者への接し方などを学びます。４ペー
ジに養成講座の案内があります。

　視界が悪く、とても疲れました。お
年寄りの気持ちがよくわかりました。

体験者の感想

高齢者疑似体験

　　　　　　　　　　　　視覚障がい者のお話を聞
き、実際にアイマスクをしてガイド体験をします。
また、目の見えない人にも便利な生活グッズも見る
ことができます。

　目が見えなくても前向きに生きてい
る姿に感動しました。

体験者の感想

ガイド体験 　　　　　　　　　　　　点字の成り立ちや役割を
勉強し、実際に自分で打って、視覚障がい者に読ん
でもらいます。

　紙に一穴一穴打って文字にするなん
て、大変だと思った。

体験者の感想

点訳体験

　　　　　　　　　　　　正しい知識を身に付け、
便利な防災グッズなどの作成を通して楽しく防災を
学びます。

　ポリ袋で、あんなにおいしいカレー
ができるなんてびっくりしました。

体験者の感想

防災体験

　　　　　　　　　　　　聴覚障がい者には、「文
字でコミュニケーションをとる方法」があります。
その場で相手の話を書きとって、内容を伝えます。

　中途失聴の方には、要約筆記が有効
だと思いました。

体験者の感想

要約筆記体験

　　　　　　　　　　　　人は目で見る情報が８割
と言われています。視覚障がい者に、音声で情報を
伝えることを学びます。

　自分の声が違って聞こえた。目の見え
ない人に声で伝えるのは大切だと思う。

体験者の感想

  音訳体験

　　　　　　　　　　　　聴覚障がい者の言葉とし
て、あいさつや自己紹介など、よく使う手話を勉強
します。

　手話で自己紹介をしたい。相手の言
いたいことが分かるようになりたい。

体験者の感想

  手話体験

◆◇◆問い合わせ先 ◆◇◆   ボランティアセンター（社会福祉会館内）　☎７７－2941
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福
祉
ま
つ
り
30
周
年
記
念
事
業

福
祉
講
演
会
「
特
別
じ
ゃ
な
い

私
は
ふ
つ
う
の
女
の
子
」

西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
講
座

「
60
歳
か
ら
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座
」

　
福
祉
ま
つ
り
30
周
年
を
記
念
し
て
、
福

祉
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
申
込
み
も
不
要
で
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

講

　師
▼
佐
野
有
美
氏

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
▼

　
　
　
　
豊
川
市
出
身
。

　
　
　
　
生
ま
れ
つ
き
両
腕
と
右
足
が
な

い
先
天
性
四
肢
欠
損
症
。

　
　
　
　
高
校
時
代
は
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
部
に
所
属
。

　
　
　
　
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
事

務
員
の
傍
ら
エ
ッ
セ
ー
・
詩
集

な
ど
の
執
筆
業
、
歌
手
と
し
て

活
躍
。

日

　程
▼
９
月
28
日
㈯

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　
　
　
　（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

場

　所
▼
文
化
セ
ン
タ
ー 

マ
ツ
バ
ホ
ー
ル

そ
の
他
▼
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

　
　
　
　
で
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

日

　程
▼
10
月
11
日
か
ら
12
月
20
日
の

　
　
　
　
金
曜
日
（
全
８
回
）　

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場

　所
▼
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
２
階
　
集
会
室

対

　象
▼
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

内

　容
▼
初
め
て
の
人
を
対
象
に
し
た
フ

ラ
ダ
ン
ス
講
座

定

　員
▼
30
名

参
加
費
▼
３
０
０
円
（
８
回
分
）

申
込
み
▼
９
月
20
日
㈮
午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て

受
付

　
　
　
　
※
９
月
21
日
㈯
以
降
は
電
話
受

　
付
も
可

問
い
合
わ
せ
▼

　
　
　
　
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
（
72
）
６
６
１
６

高
齢
者
疑
似
体
験

　
　
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座

　「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に
な
る
っ

て
ど
ん
な
こ
と
？
」
と
い
う
こ
と
を
、
手

足
に
重
り
を
付
け
た
り
、
特
製
ゴ
ー
グ
ル

で
視
界
を
悪
く
し
た
り
、
高
齢
者
の
身
体

を
疑
似
体
験
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
養
成
し
ま
す
。
主
に
小
中
学

校
の
福
祉
学
習
の
現
場
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち

に
お
年
寄
り
を
大

切
に
す
る
心
を
伝

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
一
緒
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

日

　時
▼
11
月
14
日
㈭
、
21
日
㈭
、
28
日
㈭

（
全
３
回
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場

　所
▼
社
会
福
祉
会
館 

３
階 

会
議
室

対

　象
▼
福
祉
や
教
育
に
関
心
の
あ
る
人

定

　員
▼
20
名

参
加
費
▼
３
０
０
円
（
保
険
料
と
し
て
）

主

　催
▼
高
齢
者
疑
似
体
験
指
導
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　『
た
け
う
ま
』

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

            

（
社
会
福
祉
会
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）
２
９
４
１

　
　
　
　
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
定
員
５
０
０
名
　
満
席
の
場
合

は
、
入
場
を
お
断
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

　
　
　
　
　
　
事
業
係
☎（
77
）
２
９
４
１

地区名

中　部

桜　井

東　山

日　　時

10月10日㈭
午後1時30分
～3時

10月25日㈮
午後1時30分
～3時30分

10月26日㈯
午後1時30分
～3時

中部福祉センター
１階　多目的室

北部福祉センター
２階　研修室

桜井福祉センター
３階　多目的室１

場　　所

東山地区社協
（北部福祉センター内）
☎９７－５０００

中部地区社協
（中部福祉センター内）
☎７６－００９０

桜井地区社協
（桜井福祉センター内）
☎９９－７３６５

問い合わせ 　
地
区
社
協
で
は
、
介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
と
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
介
護
者

の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
費
・
申
込
み
不
要
で
、
途
中
で
の

入
退
室
も
可
能
で
す
。
介
護
を
し
て
い
る

人
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

介
護
者
の
つ
ど
い

あ
　
み

ハートン

ハートンからの
　おしらせだよ！

ハートン

　１０／６㈰に第３０回安城市福祉まつりを開催します。
今年は「みんな持っている　つながる力　笑顔の力」を
サブテーマに行います。ぜひお越しください。
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